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小暮智一氏インタビューの第2回です．前回は少年時代から高校時代までを伺いました．小暮氏
は高校時代に荒木俊馬の本を読み，京都大学宇宙物理学教室への入学を志します．京都大学では学
生運動に関わるとともに，後に師となる宮本正太郎に出会い，天文学・天体物理学の授業に感銘を
受けました．そして大学卒業後，高校教員として働きながら宮本先生の指導のもと，恒星大気の放
射場に関する研究に従事します．

●京都大学に入学

高橋： 前回は戦争のために高校卒業が1947年3
月に延びたというお話までお聞きしました．高校
時代に荒木俊馬先生の本を読んで京都大学宇宙物
理学教室に行きたいと思ったということでした
が，大学受験はどういうものだったんですか？
小暮：最初は受験ってないと思ってた．それ以前
はね，だいたい旧制高校を出た卒業生は，成績に
よってどこかの帝国大学に割り当てられるの．高
校と大学でだいたい定員が合ってるわけですよ
ね．ところがね，陸士と海兵の卒業生がたくさん
出てきて，すると大学の定員をはるかに上回るわ
けですよ．だからそのときから入学試験が始まっ
た．我々が卒業するときに陸士海兵の人とも一緒
に受けるわけです．
高橋：じゃあちょうど先生のときから，ちゃんと
入学試験をするようになったと．
小暮：だけど戦後で生活が苦しい時代でしょ．宇
宙物理なんてやる人はそんなにいないだろうと
思って，あんまり受験勉強もしないでね．京都に
1週間ほど前に行って，暇があったら遊ぼうと

思ってた（笑）．で，大学行ってみたら受験生が
32人いてね，定員が7名だっていうんだ．
高橋：じゃあ4倍以上ですね．
小暮：ええって，びっくりしてすごく慌てて（笑）．
受験勉強を1週間でやった．
高橋： 1週間前からですか？
小暮：いや，もしかしたらって気持ちがあったか
ら，その前から多少はしてました．
高橋：それはやっぱり数学，物理，化学とかそう
いう感じですか？
小暮：あと英語．4科目じゃなかったかな．
高橋：その4科目で受けて，無事に合格されてと
いうことなんですね．
小暮：そういうことですね．
高橋：それで4月から京都大学に通うことになる
わけですね．旧制高校は先生が卒業されてすぐな
くなってしまいますよね．
小暮：学制改革で昭和24年に変更になった．
高橋：先生が卒業されて3年後くらいですか．旧
制高校がなくなるというのでどうでしたか？
小暮：ちょっと寂しかったね．やっぱりああいう
時代ってのはね，人生にとっては非常にいい時期
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じゃないかなあと思ってますね．今の新制大学で
は教養ってのがなくなっちゃったけどさ，教養は
結構いいんじゃないかって思うんですよね．
高橋：旧制高校は基本的には教養を勉強するとい
うことなんですよね．
小暮：そうです．まあ3年間やる必要はないと思
うんだけど，2年は欲しいね．しかも旧制高校は
どっかの帝大には行けるってだいたい約束されて
たから，受験勉強にあくせくしなくていい．だか
らそういう時代が青春時代に1年か2年欲しいな
と思いますね．だけどだんだん実学の時代になっ
ちゃったから．
高橋： では昭和22年の4月に京大の宇物に入学
したと．
小暮：そうです．
浅井：宇宙物理学科だったんですか？
小暮：あの頃は理学部入学でね，宇宙物理学専攻
でした．
浅井：今もそうです．
小暮：そうですか．あの頃大学は3年間．
高橋：入学してどうでしたか？
小暮：私は下鴨の近くのお屋敷に部屋を借りたん
です．あの頃は米の配給制でしょう．米穀配給通
帳を持ってこないと食事ができないし，学生はど
こかの食堂に登録しなくちゃいけない．それで入
学早々，歓迎会の時にね，川口（市郎）先生とか先
輩とすごく仲良くなっちゃったの．それでその先
輩の1人が「俺の食堂へ来い」って言うんでね，
百万遍の農学部のすぐ前の食堂に登録したんです
よ．そうすると下鴨から電車で通ってこなきゃい
けない．
高橋：みなさんどこかの食堂に登録をするんです
ね．配給がそこに届いて，そこで料理もしてくれ
るということですか？
小暮：だけどあの頃の食事って酷かったですよ．
例えばね，昼ご飯を食べに行くでしょ．すると
ね，「なんばこ」ってご存知ないでしょ？
高橋：「なんばこ」ですか，ちょっと聞いたこと

ないですね．
小暮：トウモロコシの粉をせんべいみたいにした
の．昼食はそれが3, 4枚出てくるだけ．それに干
物が付いたりね，漬物が出たり汁が出たり．それ
で一食．学生がそれでやれると思いますか．やれ
ないんですよ．だから栄養失調で国へ帰っちゃう
人がいたんです．配給だけでやってたら体がもた
なくて，故郷へ帰って静養してた．私はなぜ切り
抜けられたかっていうと，休みに桐生へ帰ると，
帰りに米いっぱい背中に背負ってくる．本当は違
法なんです．
高橋：そうなんですか？
小暮：だって配給米以外は食べるなっていう．東
京に住んでる人は，みんな田舎へ買い出しに行く
んですよ．あの頃しょっちゅう摘発されてました
よ．間が悪いと帰りの駅で警官が待ってて全部取
られちゃう．
高橋：先生も取られたことがあるんですか？
小暮：私はない．学生だからかもしれないけど．
リュックサックの中にいっぱい米を入れて．下宿
で飯盒に米を入れて「すいません，炊いてくださ
い」って．3日にいっぺんくらいそれやって．で
もおかずがないんですよ．だから漬物とか干物と
か，そんなもんで食べて．
高橋：登録した食堂で，朝昼晩食べるんですか？
小暮：そうです．3食，土日もね．朝は大学行く
前にそこへ寄って食べて，夜もとにかく情けない
食事でした．今の人にはとても想像できないで
しょうね．そういう状態．
高橋： 宇宙物理は7人の定員ということでした
が，7人入ったんですか？
小暮： 7人ですね．その7人ってのは全部高校卒
業生だったの．陸士海兵は入ってなかった．大学
受験にはやっぱり高校の方が適してたんでしょう
かね．
高橋：別に陸士の枠とか海兵の枠とかはないんで
すか？
小暮：そういうのはない．試験だけ．
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高橋：同期にはどういう方がいらっしゃったんで
すか？
小暮： 寿岳潤，斎藤澄三郎，それから山崎昭と
か．ただ，定員は7人ですが，1人選科生っての
がいたんですよ．私もどういうシステムかよくわ
からないんですが，とにかく入学試験を受けない
で別のルートで入ってきた．それから2人，難波
（収）君と佐藤（正明）君と，陸士を出た人が体調を
崩して休学して，落ちてきて同期になったから全
部で10人ですね．この中では寿岳君が最も優秀
でしたね．天文に残ったのは斎藤澄三郎と山崎
昭．山崎くんはね，水路部の編暦課長をして水路
部のかなり上まで行った．それから難波収はオラ
ンダ行っちゃった．ユトレヒトの天文台で，専任
研究員って教授待遇ですけどね，それでずうっと
過ごしてた．その4人かな．後の人は高校教員と
か何かになって，天文とは離れちゃったですね．
それで10人で講義を受けたの．
高橋： 1年の頃は物理とか数学とかいろいろ受け
るわけですよね．そういう授業はどうでしたか？
小暮：一番ショックを受けたのは，解析力学の手
法ですね．ハミルトニアンとかね．ああいう手
法，本当に新しい領域で高等学校で全然やってな
かったんで，なんていうのかな，ショッキングっ
ていうのかな，受けて面白かったですね．それと
もう1つ，ここに私の宝物になってるノートがあ
るんですよ．これ，一生の宝物なんです．宮本
（正太郎）先生の講義「天文学概論」．

高橋：当時のノートですか？　すごいですね．
小暮：ええ，これはもう宝物なんですよ．という
のは，私はそれまで原田三夫は読んでましたがあ
まり詳しいことなんて書いてないでしょ．だから
天文にほとんど関わりがなかった．で，ここから
初めて球面天文というのをやるわけですね．位置
天文学．それから天体力学，天体物理，それから
宇宙論に進むわけなんですよ．本当に感激しまし
た．そのとき取ったノート．
高橋：こういう星座の話もあるんですか？
小暮：ええ，この図は宮本先生の手書きなんです
よ（写真1）．先生が10人分自分で書いて講義の
始まる前に配ってくれるんですよ．それから写真
があるでしょ，こういうのは貴重なんですよ．
高橋： 10人分手書きとはすごいですね．
小暮：こんな貴重な講義って，相手が10人だか
らできたんですよ．
高橋：この宮本先生の授業は1年生の時にあった
んですか？
小暮： そうです．それで 2年生で「天体物理
学」って題だったかな，そういう講義があった．
それも大事にしてあります．その2冊が私の宝物
なんです．
高橋：その授業は分かりやすかったんですか？
小暮：とってもわかりやすかったですね．こうい
う講義って他に聞いたこともないし，在職中に自
分でもできなかったですねえ．一生懸命ノート取
りました．初めて天文学というものを学んだ感じ

写真1　宮本正太郎氏手書きの星図（小暮氏提供）．
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ですね．非常に面白い．宮本先生は48年に教授
になられたんで，「天体物理学」は宮本教授で，
「天文学概論」はまだ助教授だったんです．
高橋：その頃に教授になられたんですね．
小暮：第一講座・第二講座ってのがあって，宮本
先生は第一講座で，第一講座の主任の荒木先生が
そのころ退職された．戦時中，荒木先生は言論報
国会っていう国策会議の理事をやってて，戦後に
なって大学を辞めちゃったの．それで教授がいな
くなった．それで湯川（秀樹）先生が第一講座の教
授になって，それで助教授が宮本先生，助手は林
忠四郎さん．
高橋：それでは小暮先生が入ったときにはもう荒
木先生はいらっしゃらなかったんですか？
小暮：いらっしゃらなかった．で，荒木先生は当
時講師と助教授だった高木公三郎先生と清永嘉一
先生のお二人を一緒に連れて退職された．
高橋：その2人の先生も戦時中に何か活動をされ
てたんですか？
小暮：いや，関係なく先生のお供をして辞めて，
それで京都府の北の方の夜久野村っていうところ
に行って，3人で執筆活動をやったんです．ずい
ぶんたくさん本を書きましたよ．
高橋：湯川先生が第一講座の教授ということで，
何か関わりはあったんですか？
小暮：学生には全然関わりがないですね．むしろ
物理教室で量子力学の講義を聴くとか，そういう
つながりでした．
高橋：湯川さんと個人的にお話しされたことはあ
るんですか？
小暮：ノーベル賞を取った1949年，だから私が
3年生の時だ．湯川先生は宇宙物理の教授をもう
お辞めになっていたんですが，私が物理教室に行
こうと思って歩いていたら，向こうから湯川先生
と小林（稔）先生が並んで歩いてきたんですよ．で，
お祝い言ったらね，そこに新聞社のカメラマンが
来てて，その挨拶するところを撮られてね（笑）．
高橋：お祝いを述べられたんですね．第二講座の

方はどのような方々がいらっしゃったんですか？
小暮：はい．第二講座の方は上田（穣）教授，藤波
（重次）助教授がおられて．それから生駒山に太陽
観測所っていうのがあって，そこに堀井（政三）講
師ってのがおりまして，そこで太陽観測をやって
た．ですから宮本先生が1人で天体物理学を立ち
上げてたんですよ．湯川さんはまあ名のみって
いったら失礼ですけれど，まあ形だけね．で，林
さんは湯川さんの弟子ですから，宇宙物理へ来て
天体核をやってた．ですから宮本先生とは直接は
関係ない．助手ですから講義はしないでしょ．講
義をするのは宮本先生と上田先生で，堀井さんと
今川（文彦）さんが観測の実習を担当してたんです
けれど，今川先生は生粋の位置天文なんで，子午
儀の使い方とか六分儀の使い方とかそういうのを
実習しました．
高橋：これは実習のときの写真でしょうか（写真
2）？
小暮：これはね，1949年の3年生の時に花山天文
台に実習に行ったとき．

写真2 花山天文台での実習（小暮氏提供）．天文台
本館の前にて．後列左から，1人目：三谷哲
康技官，4人目： 大崎徹，6人目： 壽岳潤，
右端：藤波重次助教授．前列左から，2人目：
斎藤澄三郎，3人目：山崎昭，4人目：小暮
智一，6人目：村田俊一，7人目：小山伸．
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高橋：宮本先生もいらっしゃるんですか？
小暮：宮本先生はいらっしゃいません．この方は
助教授の藤波先生で，この先生の指導で実習に
行ったわけね．藤波先生は写真が専門で，天文の
ことはあんまり教えてもらったことないですね．
高橋：何か実際に観測されたんですか？
小暮：それがないんですよ．
高橋：そうなんですか．では装置を触るだけで．
小暮：うん，見て，触ってみろくらいで．だから
実際の観測の実習ってないですねえ．
高橋：上田先生の講義はどうだったんですか？
小暮：ええと，よく覚えてないっていうかね，講
義が面白くないから学生が代返して，出ないんで
すよ．聞いてる学生が1人しかいない．それでも
上田先生は平気で講義をされる．ちょっとかわい
そうなんだけどね（笑）．学生でね，旧制高校か
それ以前に天文観測の経験を持ってたのは三高か
ら来た3人．寿岳，斎藤，富田（義雄）っていうそ
の3人だけで，他は全然素人というか知らない人
が多かった．
高橋：三高では天文の授業があったんですかね？
小暮：なんか天文クラブみたいね．だから結構い
ろんなこと知ってたんです．他の者はさっぱり．
上田先生の授業ではいきなり難しい位置天文学の
式が出てくるんですよ．球面天文学は天文学概論
の講義で少し聞いてたんですけどね，これをもう
知ってると見なしてその先が始まるから分かんな
いんですよ．
高橋：難しいわけですね．
小暮： ええ．そんなんでね，あんまりご縁がな
かったんです．

●学生運動

高橋：勉強以外にはどういう生活をされてたんで
すか？
小暮：私はどっちかっていうと人見知りのする内
気なタイプだったんですよ．それで高等学校のと
きもなかなか寮生活に馴染めなくてね．だから悩

んでた．倉田百三って知ってる？　「出家とその
弟子」って本だとかね，当時のインテリはものす
ごく読んだ．青春の作家なんです．その倉田百三
の著書の中にね，「ヘブライニズムとヘレニズ
ム」って本がある．ヘブライニズムってのは要す
るにキリスト教的な博愛主義なんですよね．ヘレ
ニズムってのは個人主義ですよ．私はどっちかっ
て言えばヘレニズムの個人主義を取りたいと思っ
てた．ひそかに自分だけでやりたいと思ってた．
それで大学1年生の時はこもり気味で，一人で
悩んでた．いろんな哲学の本を読んだりしてたん
ですが，納得いかない．そのときにたまたま薦め
られて社会主義関係の本を読んで，最初に読んだ
のは唯物史観かな．要するに唯物論の歴史観を読
んで，それで社会の歴史ってものを理論的に解明
するとこうなる．で，資本主義があって人々が資
本家と労働者に分かれるとかね，そういうことを
読んで私にとって新しい目でしたね．そんなの今
まで全然知らなかった世界だった．それで唯物弁
証法の本を何冊か読んだら，ヘレニズムの個人主
義とは逆なんですよね．それで自分も何かしな
きゃいかんと思ってたら，京大でいろんな事件が
起こったわけ．1年生の終わりくらいかな，学費
の値上げ反対運動が起こった．
高橋：学費が値上げされることになったんですか．
小暮： 私はねぇ，生まれはわりと裕福だったん
で，学費のこと全然気にしたことなかったんです
よ（笑）．
高橋：じゃあご自分はあまり気にしないけど，一
応反対をしたと？
小暮：気にしないけど，友達には貧しい人もいて
学費に苦しんでたんで，バイトしたりね．私はバ
イトもしたことない．お坊っちゃんだった（笑）．
高橋：仕送りをもらっていたんですね？
小暮：真っ先に振り込みますからね．だから学費
の心配なんてないし，アルバイトもしたことない
んです．だけど社会主義からしたらやらないかん
という正義感で．
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高橋： では当時は社会主義の考え方に共鳴され
て？
小暮：そうなんです．社会全体の労働組合がね，
かなり勢い出したころでしょ．それに乗った感じ
ですね．それからBT法って，Board of Trustees，
運営委員会に産業界の人が入ってくる．今だった
ら産学共同ってのが当たり前でしょ．この頃は大
学の自治に産業界は口を出すな，政治家も口を出
すな，という雰囲気だった．で，BT法案が通
るっていうんで，そういうものがあると大学の自
治が侵されるというのがあって，それに反対しよ
うという．
高橋： BT法ってのいうは，大学の運営委員会に
産業界から人を入れろというものなんですか？
小暮：要するにそういうのに外部から人を入れろ
と．それに反対した．
高橋： それで結局その法案はどうなったんです
か？
小暮：通らなかったんじゃないかな．そういうの
ができたって話聞いてないから．
高橋：へえ，そうなんですか．じゃあその運動が
実って？
小暮：実ったのか，政治の駆け引きでやったのか
知りませんけど．それともう1つの問題は人権問
題で，京大の医学部に付属看護学校があって，そ
この卒業生は京大病院に就職できるというのが入
学の時の約束なんです．それまで卒業生は全部京
大付属病院に配置された．ところがその年に限っ
て，2人か3人か共産党員がいて，それだけ排除
された．それはおかしいんじゃないか，思想の自
由だから．
京大には戦後，同学会という全学の学生自治会
ができた．そこが運動を組織したんですよ，この
3つの問題で．学費値上げ，BT法，人権擁護．
で，各学部に学部自治会を作れって呼びかけが
あった．で，理学部でも何とかしないといけない
んじゃないか，各教室から誰か出て来いと．そし
たら，「お前出ろ」って，そそのかされちゃって．

で，出た．それでいろんな話をしてたら，委員長
はお前がやれって．
高橋：まずは宇宙物理の代表として出て，それで
理学部の委員長になったわけですか．
小暮：理学部学生自治会．それは同学会とは一応
別なんです．私，人がいいものだからね（笑），
言われるとつい断り切れなくて．
高橋：で，そのさっきの3つのものに反対をした
と．それは1年生ですか？
小暮： 2年生になってからじゃないかなあ．1年
生の時は，宮本先生にそんなににらまれてなかっ
たから（笑）．ストライキ，特に学費と人権問題
を主眼にして，無期限ストを起こした．
浅井：どんなことするんですか，それ？
小暮：だから誰も授業に出ないの．物理学教室の
講義室に理学部の学生がかなり集まって学生大会
をやって，そこで誰かが議長になって学生大会決
議して．学生自治会の委員長が「学部長のところ
に行って来い」って言うんで，私と副委員長の
佐々木さんていう同じ学年の植物学の人とで学部
長のところへ行った．野津（龍三郎）先生という化
学の先生で，野津先生はちょうど食事中だったん
だけどね，お気の毒に持ってたパンを落としちゃっ
たの（笑）．そんなんだから宮本先生に睨まれ
ちゃった．でもね，あの頃の学生運動ってのはの
んびりしてたんですよ．ストが終わったらね，野
津先生の家にお茶に招かれたの．佐々木君と2人
で．「お前らようやったなあ」（笑）．
高橋：先生の方もそういう受け止め方をされてた
んですね．そういう運動は2年生の間で収まった
んですか？
小暮： 2年生の時でだいたい収まって，3年生に
なってからはもう手を引きました．4月に先生か
ら卒業論文のテーマを頂くでしょ．だからそうい
う時間がない．

●卒業論文

高橋： 3年生に上がるときにまず講座を選ぶわけ
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ですか？　第一か第二か．
小暮：そうです．
高橋：それで先生は第一の宮本先生を選んだと．
みんな自分が好きな方に行けるんですか？
小暮：そうです．第二講座に行ったのは2人ぐら
いかな．上田先生に行ったのは，その後水路部へ
行ってね．編暦の仕事をしたいというのがいたか
ら，最初から上田先生．後は宮本先生にたくさん
いて困るんで1人が向こうへ回されたのか，自分
で行ったのか．
高橋：宮本先生が人気だったんですね．小暮先生
は，どういったテーマを頂いたんですか？
小暮：水素のネガティブイオンと太陽の連続スペ
クトル．これの最近の進展を総合的にまとめなさ
いって．
高橋：それは過去の文献を読んでまとめるってこ
となんですか？
小暮：そうですね．太陽で水素のネガティブイオ
ンが太陽の連続光にかなり寄与しているというこ
とが分かったのが1939年で，Wildtっていう人
の論文 1）です．で，テーマを頂いたのが1949年．
だからわりと新しい論文で，関連の論文だってそ
んなになかったんです．それより問題だったの
は，水素のネガティブイオンとは一体何ぞや，と
いうことなんです．
高橋：水素のネガティブイオンというのは，陽子
1つに電子が2つということなんですね？
小暮：はい．私は2年生のときに量子力学の講義
を聞いたんですが，担任は湯川先生だった．講義
は「量子力学序論」という湯川先生のご本を読ま
れるだけなんで，ちょっとよく分かりにくいな
と．そう思ってたら，湯川先生は9月に辞めてア
メリカに渡っちゃったの．次に来られた方はどな
ただったかちょっと印象にないんだけど，要する
に量子力学は非常に中途半端だった．
それでいきなりネガティブイオンとは何か，と
いうんで考えたんだけども，2年生のときの量子
力学が十分じゃなかったから自分で勉強してみよ

うと思ったわけ．それで3年生になってから，量
子力学の基本から勉強を始めた．それがね，まず
量子力学を理解するのにだいぶかかるんで．それ
でネガティブイオンっていうのがどういうエネル

ギー準位を持つのかというんで，分光学をやるの
にまた時間がかかった．
高橋：まずは量子力学の基礎から勉強して，それ
から分光学を．
小暮：でね，9月ごろまでネガティブイオンの勉
強をして，これからWildtの論文を読もうと思っ
てたら病気になっちゃった．それで京大病院に
1か月半入院してた．
高橋：何の病気だったんですか？
小暮：それがねぇ，病名が分かんないの．全身に
湿疹ができて，たぶん脊髄の何かだろうっていう
んで脊髄に注射されたりね．それが痛いんですよ．
で，卒業論文の締め切りが1月で，12月末まで入
院してた．だから結局連続スペクトルのところま
で勉強がいかなかったんですよ．慌てて論文書い
て連続スペクトルの量子論は書いたんだけど，太
陽の方が書けない．で，正直に「書けませんでし
た」って書いて，論文提出しちゃったわけ．
で，2月の末に公聴会ってのがあって，宮本先
生がまあ同情してくれて，「理学部の自治会も
やったし病気もやったからまあいいでしょう」っ
てことに（笑）．「量子論の方は一応ちゃんと書い
てあるから，これでまあ資格はあると思います」 
っていうお情けで卒業できた．
高橋：Wildtの論文を読みなさいというのが課題
だったわけですね？
小暮：そうなんですが，そこまでいかなかった．
高橋： 3年生になると授業はないわけですか？
小暮：ええ，普通の授業はほとんどなかったです
ね．ただねえ，2年生のときの宮本先生の天体物
理学の講義がすごく良かったでしょ．ところが
3学期になっても終わらなかった．で，我ら学生
一同ね，「最後までぜひお願いします」って頼み
に行った．そしたら宮本先生が「じゃあやりま
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しょう」って言って，6月まで丁寧にやってくれ
ました．
高橋：では3年生の6月まで延長して？
小暮：ええ，やってくれた．そういう先生って初
めてでね．しかも内容が非常に充実しててね．講
義では原論文をいちいち引用してくれる．
高橋：じゃあ最先端に近い話をしてくれたんです
ね．どういう内容だったんですか？
小暮：最初は分光学の話かな，天体分光学．で，
連続スペクトルのでき方とか，かなり長い期間続
けてやってくれたんですよ（写真3）．それでだ
いぶ天体物理学ってものが納得できるようになっ
たですね．

●高校教師をしながら研究を続ける

高橋：当時，大学は3年間なので昭和25年3月に
卒業ですね．卒業後は大学院ですか？
小暮：私はアルバイトしながら大学院に入れるか
なあと思ってたけど，宮本先生から断られた．
高橋：断られたんですか？

小暮： 理学部の学生自治会委員長をやってたか
ら，その履歴がたたって．他の希望した人は全員
無事通ったんです．アルバイトしながら行く人も
ね．私が事務へ行ったら，「お前は登録されてな
い」って言われて．
高橋：試験は受けたんですか？
小暮：大学院の試験ってなかった．
高橋：そうなんですか．
小暮： 教授が推薦するだけ．だから推薦されな
かった．教授会は「○○教授推薦」で，それで決
まる．まあ，定員もあったんでしょうけどね．そ
れで困ったなあと思ってたら，「お前就職するか」 
って先輩に言われて，「はい」って．大阪市立の
南高校に連れて行ってもらったんですよ．で，
校長さんに会ったら，名前と履歴書見ただけで，
「これは採用だ．来週から授業に出てこい．」って．
まあ助かったことは助かったんですね．
父親が大学で京都行ってもいいって言ったとき
にね，子供9人を大学までみんなやるのは大変だ
からね，「大学出たら必ず自立せよ」って厳命が

写真3　宮本正太郎氏の講義「天体物理学」のノート（小暮氏提供）．
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あったわけ．だから高校教員になった．高等学校
教員が10年続いた．それでも土曜日とか教室へ
通って宮本正太郎先生の指導受けて．
高橋： 大学院に行こうと思ったのは研究を続け
て，研究者になりたいということでしょうか？
小暮：まあそうですね．その頃ね，大阪の高等学
校というのは週5日制だったんです．他の学校は
6日制で土曜日は半ドンだったんですけどね．大
阪はそのとき5日制で，土曜日が休みだった．そ
れで，土曜日に大学でゼミがあるからそれに出ら
れた．
高橋：それは宮本先生のゼミなんですか？
小暮：第一講座のゼミ．論文紹介をしたりね．
高橋：それで宮本先生から指導してもらったんで
すか？
小暮：あのねえ，私が就職して最初1年間は迷っ
てたんですよ．何やっていいか分かんない．その
頃は京都から大阪に通ってたんですが，そうする
と夜，帰りに大学へ寄れるんです．だから暇をみ
てはここで雑誌を読んだり借りたりして，そうい
う生活がしばらく続いてた．で，第一講座の助教
授が上野（季夫）先生だったんです．それで上野先
生のところに「どうしたらいいですか」って相談
に行ったらね，「宮本先生にご指導受けなさい」
と取り持ってくれた．で，宮本先生が「それじゃ
あ教員でもいいから，大学に来て一緒にやりなさ
い」と．それでテーマをもらった．
高橋：どういうテーマなんですか？
小暮： あのね，Wolf-Rayet星の放射場．これは
まあだいたいO型相当で，輝線の幅が非常に広
いんですね．2,000 km/sから 3,000 km/sくらい
ある．O型ですから電離ヘリウムですね，これが
メインなんです．当時宮本先生は，Be星の放射
場の研究をしてて 2），それをO型にアプライした
いというのが宮本先生の意図だったんです．で，
電離ヘリウムってのは水素型でしょ．だけどこの
ときはまだその吸収係数の計算ってのがなかった
んです．だからそれをやってWolf-Rayet星にア

プライしなさいというのがテーマだった．
高橋：じゃあ量子力学の計算をするわけですか．
小暮：計算をやって，He iiのラインの遷移確率
を求めて．あの頃の計算機ってのは手巻きのタイ
ガーだから，最初は3 level problemって言って
ね．一番下が1，その次が2で，3は continuum．
だからdiscrete levelは2つしかない．こういうや
つの放射輸達式を解いて，放射場の性格を決め
る．
で，何が問題かというと，こういう星の大気と
いうのはだいたい星の半径の 10倍くらいに広
がってる．その頃，こういうのに惑星状星雲の放
射理論を使うのが一般的だったんですが，惑星状
星雲っていうのはdilution factorでいうと10－15

から10－17で，非常に遠いんです．だから吸収線
に対して完全に透明だと仮定できるんです．だけ
ど星の大気は透明じゃないでしょ．だからこれら
は違った性格のはずだという予想がある．じゃあ
どういう性格の放射場なのかを決めなさいと．
高橋：じゃあ先に惑星状星雲の理論があってそれ
を参考にしていると．
小暮：はい，惑星状星雲は1940年代にもうかな
りハイレベルまで到達してたんですよ．
高橋：日本でも盛んに研究されていましたね．
小暮：はい，それで結局ですね，Be星についての
宮本先生の結論は，Lyα線が非常に不透明だとい
うことなんですね．したがって，1の準位じゃな
くて2の準位が電離のベースになる．だから2か
ら連続準位に行ってカスケードで下がってくる．
こういう理論なんです．惑星状星雲の方は準位1
から出発してカスケードで下りてくる．だから違
うんです．
高橋： Be星では不透明だから常に励起されてい
るんですね．
小暮：そこで，これは完全に不透明であるという
仮定を使ってレベルの数を増やすんです．最大7
ぐらいまで増やすわけです．それで1つずつ輸達
方程式を解いていくわけ．そうすると，例えば
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Be星だったらHβ/Hαというのが計算できますか
ら，これは観測と計算で比較できるんです．それ
で，私が頂いたのはWolf-Rayetでヘリウムのこ
ういった状態を調べろという課題だったんです．
それを1953年にPASJに論文を投稿しました 3）．
それは無事に掲載されたんですが，そのときの結
論はWolf-Rayet星のタイプはBe星と同じように
ライマン線が光学的に厚いタイプであるというこ
とが分かった．それが私の第一論文．
高橋：じゃあ就職してから週末とかにこつこつ計
算をされて．
小暮：最初の1年間は悩んでて何もしてない．天
文の本を読んでただけ．で，2年目に上野先生の
口添えで，宮本先生からテーマを頂いた．それで
計算に何か月かかかって，それから論文をまとめ
て，「これでいいですか」って論文の原稿を持っ
ていくとこてんぱんにやられちゃって（笑）．直
しなさい，直しなさいと．そんなことでやり取り
して，何月ごろかな，これなら投稿してもいいと
お許しが出て，PASJに無事に．
高橋：宮本先生とはよく議論したんですか？
小暮：土曜日に来たり，それから夕方，先生はか
なり遅くまでおられたから．高等学校ってのは便
利ですね，自分の授業が終わったら帰っちゃう．
だから午後3時ごろ済む時があって，もちろん教
頭に言いますけどね，「これからちょっと研究室
へ行きたいんだけど」と．そしたらね，あのとき
の高等学校は非常に理解してくれた．
高橋：研究をやりながら働くということに？
小暮：はい，だから非常に感謝してたんですよ．
高橋：宮本先生の指導の仕方はどういう感じなん
ですか？
小暮：まあ考えさせるっていう感じでね．テーマ
を与えて，あとは自分で考えろってのが根本で
しょ．文章に関しては細かいこと言われたけど．
高橋：英語に関してですか？
小暮：ええ．中身に対しても計算を一応チェック
してくださった．

高橋：宮本先生は普段はどういった感じの方なん
ですか？
小暮：そうですねえ．私が1年生のとき，仲間の
同級生と一緒に2, 3度宮本先生のご自宅を訪問し
たことがある．そしたら宮本先生，夏だったから
パンツで出てこられて．でね，宮本先生の趣味は
ね，音楽．あの頃 SPでしょ？　ちっちゃいレ
コード盤．だから第九を聞くのに4, 5回入れ替え
ないと終わらない．で，そういう音楽を聞かせて
もらう．それで世間話をした．非常に穏やかで
ね，良い方でした．
高橋：話しやすい感じの方なんですか？
小暮：ええ．ファンが多かったですね．私の田舎
の兄弟がね，時々テレビで宮本先生の顔が出てく
ると「良い先生ね」って．
高橋：それは何か天文関係の番組ですか？
小暮： そうみたいですよ．私は知らなかったけ
ど．お月さまとか，そういう話をされたんじゃな
いかな．それから私は1958年に結婚したんです
けど，その前に宮本先生にお願いに行ったの．
「祝辞お願いできますか」って，こわごわ．そし
たら「あ，いいよ」って（笑）．だからまあその
ときにはね，学生時代のわだかまりは解けてたん
じゃないかと思った（笑）．

●学位と助手就任

小暮：それで10年間，宮本先生の指導で輻射場
の論文を3つ4つ書いたかな．桃山高校の教諭も
して，私はもう研究者になるつもりはなかった．
もう論文さえ書いていればいいと思ってた．そし
たら家の方に電話がかかってきてね，「助手にな
らんか」って．
高橋：宮本先生から？
小暮：それがね，その頃我が家には電話がなかっ
た．まだそんな時代でしたね．で，お隣さんの家
に電話がかかってきて何かと思ったら，「清水だが
ねえ，君，第二講座の助手にならんか」，「ええっ」
て，寝耳に水なんでびっくりしました．清水疆先
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生だったんです．
高橋：第二講座の方なんですね？
小暮：第二なんですよ．宮本先生の方じゃない．
高橋：では清水先生に見込まれて？
小暮：どういうわけかねえ．で，翌日慌てて教室
行って，「本当に務まるんですか」って．というの
は，私はBe星ばっかりやってたでしょ．銀河天
文学なんて，他の人の話かと思ってた．
高橋：清水先生は銀河の研究をされていたんです
か？
小暮：銀河，恒星系力学なんですよ．「全然専門
が違うから駄目でしょう」って言ったんだけど，
「自分のやりたいことやっていいから」って．た
だまあ「時間があったら銀河天文学やってくれ」 
って言うから，まあ全然分かんない分野だけどやっ
てみようかと思って，それで行ったんですよ．
「では，お引き受けします」と．
高橋：それで第二講座の助手になられたわけです
ね．それは何年ですか？
小暮： 1961年ですよ．上田先生はもう定年退職
で辞められてて，1957年に東京の地理調査所か
ら清水先生が第二講座に来られた．それで私は
1961年の4月から助手になって，清水教授，今川
講師，小暮助手．藤波さんはその前に亡くなられ
ちゃったんだ．
それでその頃，宮本先生がそれまで書いた論文

を学位論文にしろって言って，Be星の輻射場の論
文が3つ，I・II・IIIってできてたんで 4），それを
まとめて学位論文にして，12月に学位をもらった．
それはBe星の放射場について，宮本先生の続き
をやったんです．ちょっと仮定を変えてやり直し
たんです．まあだから宮本先生の理論を観測と比
較できるように発展させたのが私の学位論文なん
です．その元になる論文を書いてた頃は夜間定時
制高校に変わってたのかな．だから定時制になっ
てもうフルに教室に来られた．それで俄然研究の
方も進んだんじゃないかな．
浅井：学位の審査は宮本先生がされたんですか？

小暮： 宮本先生と清水先生と友近（晋）先生が審
査員．友近先生って物理学科の流体力学の先生．
3人が審査員で主査は宮本先生．
高橋：小暮先生は高校の教員をしながら，いつか
は研究者になりたいというのはあったんですか？
小暮：うん，まあ研究者にはなりたいと思ったけ
ど，大学の先生になりたいって気持ちはそんなに
なかった．
高橋：じゃあ高校で教えながらでもいいと．
小暮：高校で教えながら研究ができればそれでい
いと思ってた．だから宮本先生が論文3つをまと
めて学位にしろって言ったときも，本当言うと
びっくりしたんですよ．「ええ，これが学位にな
るのか」と．
高橋：ちゃんと論文を書かれていたので学位を勧
めてくれたわけですね．
小暮：まあ参考論文が5つあって十分だから出し
なさいと．
高橋：それは今でいう論文博士ということになる
んですか？
小暮：いや，旧制学位．その次の年くらいから新
制になって，論文博士とコース博士になった．
高橋：公聴会みたいなのがあるんですか？
小暮： 公聴会はなかった．教授会の審査が通れ
ば，本人に通知がある．
高橋： 学位を取られたのは助手になった年です
ね．それは助手になるからというので学位を取る
のがいいということですか？
小暮：いや，関係ない．
高橋：たまたま同じ年になっただけで．
小暮：だから2つ話が来たんで，びっくりした．
なんちゅうこっちゃと思った．
高橋：高校で教えること自体は，どうだったんで
すか？
小暮：面白かった．大阪には2年半いて数学を教
えたんだけど，1952年10月から京都の宇治市の
城南高校で地学の先生になりました．そしたら
びっくりしたのが，10月から赴任したらね，9月
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で天文が終わったところだから10月から地質やっ
てくれって．地質は初めて．慌てて旺文社の受験
参考書を買って（笑）．
高橋：じゃあ自分で勉強しながら教えると．
小暮：それでね，京都地学教育研究会っていうの
ができたばっかりでね，その仲間に入れてもらっ
てお互いに教え合うんですよ．日曜巡検ってのが
あってね，日曜日に生徒を連れて地質調査に行く
の．これに参加するんですよ，生徒と一緒に．そ
して地質の先生がね，これは安山岩だ，これは花
崗岩だ，と丁寧に教えてくれる．それを眺めて，
ああそうかそうかって （笑）．という調子で覚えた．
そしたら，東京と京都の地学教育研究集会で，合
同で中学教官向けの参考書を書こうと．で，天文
の部は京都に任せると．
高橋：じゃあ先生が天文の方の執筆をされたわけ
ですね？
小暮：私が主体になって，私の同窓生に呼びかけ
て分担を決めて書いた．それが1955年から56年
にできたのかな．福村書店からね，「地学教育講
座」っていう15巻プラス付属1巻で，ずいぶん
評判が良かった．20年くらい店頭に並んでた．
高橋：先生のための本なんですか？
小暮：先生のための．当時，戦後で地学っていう
学科そのものが新しかった．戦前にはなかった．
だから地学を知ってる高等学校の先生が非常に少
なかった．だからそういう本というのは非常に需
要が高かったんです．で，売れてた．
高橋：それまでそもそも地学という科目がなかっ
たんですか．
小暮：はい．日曜巡検に行くのが結構面白いんで
ね．生徒と一緒にわいわいわいわい．
高橋：ではそちらの方も楽しまれたわけですね．
小暮：それでね，あの頃，地方公務員から国家公
務員になると月給がバッて減るの．どうしようか
と思って（笑）．
高橋：高校の方が良かったんですか？
小暮： ずっと良かった．4,000円くらい減った．

給料が1万なんぼの時ですよ．
高橋：じゃあ何割か減ってしまったわけですね．
それは大きいですね．
小暮：で，家内にね，「こんなに減っちゃうけど
やれるんかなあ」って言って相談した．そしたら
家内が「何とかなるでしょう，引き受けなさい」 
って励ましてくれた．

（第3回に続く）
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Keitaro Takahashi
Faculty of Advanced Science and Technology, 
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Abstract: �is is the second article of the series of a 
long interview with Prof. Tomokazu Kogure. He read 
a book by Toshima Araki in his high school days and 
intended to enter the department of astronomy of 
Kyoto University. In Kyoto University, he was involved 
in student movements and was impressed with the as-
tronomy / astrophysics classes of Prof. Shotaro Miya-
moto, who later became his advisor. A�er graduating 
from university, he worked as a high school teacher 
and engaged in the research on the stellar radiation 
�eld under the guidance of Prof. Miyamoto.
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